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桜
も
藤
も
花
ひ
ら
く 

　
　
ふ
る
さ
と
四
月 

　
日
向
神
ダ
ム
湖
畔
の
千
本
桜
も

花
ひ
ら
く
四
月
。
新
年
度
へ
の
ス

タ
ー
ト
。
新
入
生
の
笑
顔
あ
ふ
れ

る
晴
れ
の
希
望
の
門
出
。
▼
し
か

し
去
る
三
月
は
惜
別
の
日
々
。
黒

木
地
区
で
は
、
大
渕
、
木
屋
、
笠

原
の
小
学
校
統
廃
合
。
大
渕
小
は

平
成
九
年
、
敷
地
も
広
く
理
想
的

な
新
校
舎
建
築
。
共
に
校
歌
も
新

し
く
作
詞
。
”き
よ
ら
か
に
雲
な
が

れ
る
ふ
る
さ
と
、
歴
史
の
つ
た
え

金
烏
の
し
る
し
”
と
歌
っ
た
の
も

消
去
も
運
命
。
そ
こ
で
、
作
詞
者
、

全
児
童
34
名
の
校
歌
斉
唱
を
記
念

に
耳
に
と
め
た
く
学
校
訪
問
。
大

講
堂
で
の
少
数
な
が
ら
明
朗
清
ら

か
な
合
唱
を
聴
取
。
そ
の
後
、
思

い
が
け
な
い
花
束
贈
呈
。
児
童
代

表
六
年
女
子
の
謝
辞
。
「
こ
の
大

渕
小
で
み
ん
な
で
歌
っ
た
校
歌
決

し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
」
作
詞
者
、

感
激
、
胸
一
杯
の
冥
利
。
▼
３
／
16

市
民
会
館
『
お
り
な
す
八
女
』
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
於
て
、
『
良

成
親
王
と
姫
御
前
』
〜
黒
木
大
藤

物
語

”藤
の
記
憶
”
公
演
。
今
を

去
る
六
百
有
余
年
の
昔
、
南
朝
哀

恋
の
秘
話
を
唄
い
、
語
り
つ
ぐ
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
。
樋
口
健
志
氏
企
画

好
枝
夫
人
演
出
に
よ
る
美
事
な
ド

ラ
マ
の
展
開
。
藤
の
花
香
る
ふ
る

さ
と
、
あ
た
ゝ
か
な
人
情
を
今
に

語
り
つ
ご
う
と
い
う
意
図
が
笑
い

と
涙
に
交
錯
、
町
の
子
ど
も
も
多

数
の
出
演
。
直
木
賞
作
家
の
阿
部

龍
太
郎
氏
が
「
我
々
は
過
去
を
生

き
た
人
々
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
て
い
る
が

ま
さ
し
く
そ
の
趣
旨
具
現
の
ド
ラ

マ
と
感
銘
。 
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社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
要予約　0942-33-6215 
 

 弁護士無料法律相談 
　 　　 （福岡法務局八女支局） 
　　　　  要予約123-2603 

なんでも人権相談所 
　 　　 （広川町はなやぎの里） 
 

  弁護士無料法律相談 
　 　　 （福岡法務局八女支局） 
　　　　  要予約123-2603

なんでも人権相談所 
　 　　 （八女市社会福祉会館） 
 

  

松尾弁財天縁日（立花町） 
ヤマメ釣り体験開始 
　（土・日・祝日）（矢部村杣の里） 
 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

釈迦堂甘茶まつり 
　　　　　 　　 （八女市亀甲） 
 

なんでも人権相談所 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
　　 　　 （立花市民センター） 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 
　　　　　　　　（べんがら村） 

八女軽トラ市9：30～13：00 
　　  （八女観光物産館駐車場） 

山開き神事 
　 　　　　　 （矢部村杣の里） 

総会ウォーク 
　 　　　　　 （八女歩こう会） 
 

 

 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

 

  

カラ迫岳山開き（星野村） 
 

春風の韻  （おりなす八女） 
 

八女軽トラ市9：30～13：00 
　　  （八女観光物産館駐車場） 
 

 

 

 

なんでも人権相談所 
　 　　　 （地域交流センター） 

シャクナゲまつり 
　　 ～５月６日（星の花公園） 
 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

無料法律相談13：30～・要予約 
（八女民主商工会）124-2727 
 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　４月2日・16日・30日 
黒 木 町 ふ じ の 里　４月２日・16日 
上陽町地域福祉センター　４月９日・23日 
立 花 町 か が や き　４月９日・23日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　４月11日 
黒 木 町 ふ じ の 里　４月18日 
上陽町地域福祉センター　４月25日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　４月11日 
八女市社会福祉会館　４月18日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が 
インターネットでご覧になれます。 
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 
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呟き 

　ヤンマー建機杯第18回矢部川交流中学軟式野球大会が4月12日（土）

13日（日）20日（日）福岡県、筑後市、八女市、広川町、柳川市、みや

ま市の各教育委員会の後援とヤンマー建機株式会社の地域支援活動の特

別協賛を頂き本年は24チームの参加で開催します。みなさんの応援をお

願いします。 

開会式　４月12日（土）８時30分  ヤンマー建機野球場（雨天時会場変更） 

  

　
　
　
空
の
巣 

 

　
　
電
線
は
空
の
き
り
ぎ
し
　
い
つ
し

　
　
ん
に
い
ち
づ
に
鳥
は
ま
へ
を
見
て

　
　
ゐ
る
　
　
　
　
　
（
黒
沢
　
忍
） 

　
き
り
ぎ
し
は
「
断
崖
」
「
絶
壁
」
の

意
味
で
、
電
線
に
止
ま
っ
て
い
る
様
を

歌
っ
て
い
る
の
だ
が
、
怖
い
程
の
迫
力

が
あ
る
。
次
の
瞬
間
、
飛
び
立
つ
方
向

を
、
こ
の
鳥
は
見
定
め
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。 

　
ひ
な
鳥
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
後
の
空

の
巣
に
準
え
た
〈
空
の
巣
症
候
群>

。

子
供
の
進
学
、
就
職
、
結
婚
等
の
自
立

が
引
き
金
と
な
り
、
主
に
良
妻
賢
母
型

の
女
性
が
陥
り
易
い
と
い
う
。
鬱
の
症

状
が
続
き
、
無
気
力
で
自
身
の
存
在
価

値
さ
え
見
失
う
燃
え
尽
き
た
精
神
状
態
。

し
た
り
顔
の
私
も
、
二
男
が
自
立
し
た

三
年
前
に
ど
っ
ぷ
り
と
填
っ
て
し
ま
っ

た
。
更
年
期
と
も
重
な
っ
て
苦
悩
す
る

日
々
だ
っ
た
。 

　
春
は
旅
立
ち
の
季
節
、
う
ら
ら
か
な

陽
気
と
は
裏
腹
の
、
見
送
る
側
の
私
達

親
に
と
っ
て
は
試
練
の
季
節
で
も
あ
る
。

わ
が
家
の
三
男
も
、
遂
に
テ
イ
ク
オ
フ
、

離
陸
の
時
で
あ
る
。
希
望
に
溢
れ
、
少

し
の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
新
た
な
土
地

で
、
新
た
な
夢
へ
の
挑
戦
が
始
ま
る
。

母
親
と
し
て
私
は
同
じ
轍
は
踏
ま
な
い
。

す
っ
か
ら
か
ん
の
空
の
巣
は
、
き
っ
と

清
々
し
く
思
え
る
筈
だ
。
い
つ
の
時
代

も
親
は
子
を
、
そ
う
や
っ
て
見
送
っ
て

き
た
。
ひ
な
鳥
の
行
く
手
を
、
楽
し
ん

で
見
守
る
こ
と
に
し
よ
う
。
飛
ん
で
ゆ

け
！ 

　
　
子
が
デ
ザ
イ
ン
の
特
急
電
車
目
の

　
　
前
を
疾
駆
せ
り
　
子
ら
は
通
過
す

　
　
る
も
の
　
　
　
（
青
木
　
昭
子
） 

　
母
は
最
寄
り
の
駅
で
待
つ
。 

蓉
子 

「八女農みらい館」で販売実習　八女農業高等学校  

　校内の農産物販売所「八女農みらい館」は、本校正門横に

あり週２回（火曜、金曜）営業をしています。この販売所で

生徒が栽培・飼育した新鮮な農作物や畜産物及び加工食品を

直接販売しています。販売実習をとおして接客マナーやコミ

ュニケーション力を高めています。また、体験・参加型の催

し物（八女農みらい館フェア）やパネル展示などを行って、

各学科の教育活動を知らせています。これからも地域の方々

とのコミュニケーションを大切にし、地域のニーズに応えて

いけるように工夫・改善を図ってまいりま。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売実習の様子 
 

４月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日 

　４日（金）、15日（火）、18日（金）、22日（火）、25日（金） 

　販売時間は、１０時３０分～１５時３０分です。 

  （※４月４日（金）の販売時間は、10時30分～12時30分です） 

  多くの皆様がお越しいただくことを心よりお待ちしています。 

楽
し
い
絵
手
紙 

山登り 
だよ 
人生は!

か
ら 

第18回矢部川交流中学軟式野球大会開催 

羽
犬
塚
中 

八
女
学
院
中 

大
和
中 

八
女
西
中 

三
橋
中 

八
女
南
中 

筑
後
中 

山
川
中 

大
川
東
中 

立
花
中 

蒲
池
中 

星
野
中 

筑
後
北
中 

柳
南
中 

橘
中 

黒
木
中 

筑
南
中 

大
川
南
中 

広
川
中 

柳
城
中 

高
田
中 

福
島
中 

昭
代
中 

見
崎
中 

飛形山で「バカモーン!!」 
　石川啄木は「ふるさとの山に向ひて言ふことなし、ふ

るさとの山はありがたきかな」と詠んでいる。 

　私にとって飛形山（449m）が身近にあるのは、山を

愛するものとして幸せな事である。 

　さて今回も孫（小1）を連れて我が家から7.5kmを徒歩

でスタートした。3号線を南下し立花町山崎地区より坂

道の車道歩きである。この車道は自治体や地元住民のボランティアの手

により良く整備されており感謝しながら登らせて戴いた。 

　約2時間半で山頂着となり、登らなければ出会えない景色があった。 

　しかしこの後とんでもないハプニングが。下山を始めて30分後私の不

注意で孫が行方不明になった。何度も何度も「ひのおらび」して探して

も返事がない。とても一人では無理と思い、山崎地区の小川さんに事情

を説明して車で追いかけ探してもらったところ、国道沿いの八女人形会

館前で無事発見する。 

　この「バカモーン!!」

と怒ったが、よくぞ

6kmの道を間違えず下

山した事に感心し思い

っきり抱き締めた。 

　いやいや今後は用心

せにゃいかんと反省す

る“爺”であった。 

八女文化連盟写真部 

　樋口　清人 

　
近
く
て
と
て
も
便
利
と
い
う
事
も

あ
り
大
東
寺
の
絵
手
紙
教
室
に
通
い

始
め
て
数
年
に
な
り
ま
す
。
大
坪
先

生
の
優
し
く
て
熱
心
な
る
御
指
導
の
元
、

又
教
室
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
八
十
九
才
と
い
う
歳
も
遂
々
忘
れ
、

小
さ
な
ハ
ガ
キ
の
中
に
精
一
杯
の
表

現
を
と
努
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し

て
も
四
季
折
々
の
変
化
の
中
で
、
花

の
色
の
美
し
さ
、
緑
の
あ
ざ
や
か
さ
、

落
葉
の
色
の
す
ば
ら
し
さ
に
、
今
更

な
が
ら
絵
手
紙
を
通
じ
て
自
然
の
偉

大
さ
に
感
動
の
毎
日
で
す
。
又
孫
達

に
時
々
送
る
絵
手
紙
の
お
か
げ
で
、

可
愛
い
返
事
の
来
る
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。
そ
れ
に
年
に
一
度
の
秋

の
作
品
展
に
は
教
室
の
皆
様
の
力
作

が
並
び
は
げ
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

是
非
一
度
覗
き
に
来
て
下
さ
い
。
最

後
に
快
く
会
場
を
提
供
し
て
下
さ
る

東
大
寺
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

八女市本町 

江島　愛子 

写真は昨年の優勝校高田中学校（みやま市） 

な
ぞ
ら 

は
ま 

て
つ 

す
が
す
が 

し
っ
く 
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会員を募集しています 

　　・練習場所　八女市岩崎公民館 

　　・練習日　第１・２・４月曜日　午後7時～8時30分 

　　・問い合わせ　代表　諸富一光090-4991-4761 

　　　　見学歓迎します。 

　ひょうきんな踊りとコミカルな動きが笑いを誘うひょっとこ踊り。鐘

や笛、太鼓に合わせて、手足をいっぱいに動かし、時には腰を振りなが

ら踊りまくります。日向ひょっとこ踊りは長い歴史を有する宮崎県のお

祝いの踊りです。神の使者であるキツネを先頭に、おかめ、ひょっとこ

が続き、その土地に合わせて、カッパなどが泳ぐような仕草でおどけて

みせます。ちっご愛好会は発足して４年、今は各地からイベントの出演

依頼があり昨年は20数回披露して皆さんに喜んでもらいました。私も

新入会員ですがひょっとこ踊りを生涯の友として、皆さんに笑いと感動

を与えられるように一生懸命練習中です。 

　とても楽しく健康にも役立ちます。皆さんぜひ一緒に踊りましょう。 

（おかめの池田） 

 

　春の七草のハコベラとはハコベのこと。単にハコベと言うときはこの

コハコベをさす。他種のミドリハコベやウシハコベなどと区別するため

に使われる。 

ハコベは越年草で一年中田畑、野原、道端に群生しているので、子ども

の頃ヒヨコ草として小鳥や鶏の餌に重宝したことを思い出します。 

       「カナリアの　餌に束ねる　ハコベかな」…正岡子規 

（黒木町）松尾　重根 

　
　
（
５
歳
と
３
歳
の
子
ど

も
を
持
つ
母
親
） 

　
朝
、
子
ど
も
を
起
こ
し
、

幼
稚
園
へ
行
か
せ
る
ま
で
に
、

子
ど
も
が
ぐ
ず
っ
た
り
、
支

度
が
遅
か
っ
た
り
す
る
と
、

つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
叱
っ
て

し
ま
い
、
幼
稚
園
に
送
り
出

し
た
後
に
い
つ
も
反
省
し
て

い
ま
す
。
幼
稚
園
か
ら
帰
っ

て
く
る
頃
ま
で
に
は
気
持
ち

の
切
り
替
え
が
出
来
て
い
る

の
で
、
「
お
か
え
り
」
と
笑

顔
で
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。 

　
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
で

き
な
い
と
き
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
３
歳
と
１
歳
の
子
ど
も
を

持
つ
母
親
） 

　
ま
だ
、
幼
稚
園
に
も
保
育

園
に
も
通
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

出
掛
け
る
と
き
な
ど
支
度
が

遅
く
、
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
も
１

日
中
一
緒
に
い
る
と
、
気
持

の
切
り
替
え
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
積
み
重
な
る
と
、
ヒ

ス
テ
リ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

自
分
に
も
気
付
き
、
叱
り
な

が
ら
涙
が
出
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

 

　
　
　
子
ど
も
に
と
っ
て
、

大
人
が
忙
し
く
し
て
い
る
時

ほ
ど
、
わ
け
も
な
く
泣
き
た

く
な
る
よ
う
で
す
。
不
安
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
。 

　
保
育
園
の
一
時
保
育
な
ど

を
利
用
し
て
、
お
母
さ
ん
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を

作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？
預
け
る
の
が
不
安

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
保
育

園
の
園
庭
開
放
な
ど
へ
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
行
っ

て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
少
し
は
気
分
転
換

に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

  

gallery
街かど 

                

　
咲
く
も
よ
し 

　
　
散
る
も
ま
た
良
し
桜
花 

　
日
本
の
春
を
彩
る
桜
。
見
事
に

咲
き
潔
く
散
る
。
そ
れ
は
、
古
く

か
ら
日
本
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
。 

　
散
り
際
の 

　
　
　
美
学
を
語
る
桜
花 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

コハコベ（小繁縷）[ナデシコ科]

矢部川源流・杣の里の四季  30

日向ひょっとこ踊りちっご愛好会 

　
仕
事
や
家
事
の
合
間
に
、
墨
の
や
さ

し
い
香
り
の
す
る
部
屋
で
、
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
、
お
手
本
片
手
に
、
無
心

に
な
っ
て
描
く
墨
絵
。
ほ
ん
と
う
に
充

実
し
た
ひ
と
時
で
す
。
中
島
美
代
子
先

生
か
ら
、
水
墨
画
の
御
指
導
を
し
て
頂

く
よ
う
に
な
り
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。

墨
に
五
彩
あ
り
と
云
わ
れ
ま
す
が
、
墨

と
水
だ
け
で
表
現
す
る
墨
色
の
使
い
分

け
、
線
の
書
き
方
、
運
筆
、
構
図
、
紙

の
選
び
方
等
々
、
い
ろ
ん
な
事
を
優
し

く
分
か
り
や
す
く
教
え
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
涯
の
趣
味
と

し
て
、
教
わ
っ
た
事
を
少
し
ず
つ
練
習

を
重
ね
、
楽
し
く
続
け
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
楽
し
い
時
間

を
先
生
や
、
教
室
の
皆
様
と
過
ご
せ
て

ほ
ん
と
う
に
幸
せ
で
す
。
そ
し
て
い
つ

ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う
に
。 

八女市立花町兼松 

山口　セツ子 

子
育
て
奮
闘
記 

⑥ 

＆ 
Ｑ 

Ａ 

「
み
ん
な
の
子
育
て
奮
闘
記
」よ
り 

抜
粋
。こ
の
本
の
ご
購
入
、お
問
い 

合
わ
せ
は
幸
輪
保
育
園（
筑
後
市
　 

1
０
９
４
２
―

５
３
―

０
１
７
５
）迄 

Ｑ 

Ａ 
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A

華
麗
な
る
宮
廷
文
化 

　
近
衞
家
の
国
宝 

　
京
都
・
陽
明
文
庫
展 

               

　
近
衞
家
は
摂
関
政
治
の
栄

華
を
謳
歌
し
た
藤
原
氏
の
嫡

流
で
す
。
五
摂
家
の
筆
頭
格

と
し
て
江
戸
時
代
末
期
に
至

る
ま
で
宮
廷
貴
族
の
中
心
で

あ
り
つ
づ
け
た
こ
と
か
ら
、

同
家
に
は
貴
重
な
書
跡
、
典

籍
、
古
文
書
や
美
術
工
芸
の

名
品
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
ま

し
た
。
本
展
覧
会
で
は
「
御

堂
関
白
記
」
（
国
宝
）
の
ほ

か
気
品
漂
う
歴
代
天
皇
の
宸

筆
を
は
じ
め
と
す
る
書
の
至

宝
や
陽
明
文
庫
が
所
蔵
す
る

近
衞
家
伝
来
の
名
宝
の
数
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

会
期
　
４
月
15
日
〜 

　
　
　
６
月
８
日 

会
場
　
九
州
国
立
博
物
館 

観
覧
料
　
一
般
１
、
５
０
０

円
（
１
、
３
０
０
円
）
高
大

学
生
１
、
０
０
０
円
（
８
０

０
円
）
小
中
生
６
０
０
円
（
４

０
０
円
）（
　
）内
は
前
売
り 

A

卒
寿
記
念
「
藤
城
清
治 

　
光
と
影
の
世
界
展
」 

      

　
光
と
影
で
幻
想
的
な
世
界

を
生
み
出
す
「
影
絵
」
を
芸

術
と
し
て
浸
透
さ
せ
た
影
絵

作
家
の
第
一
人
者
、
藤
城
清

治
の
世
界
を
紹
介
す
る
も
の

で
、
福
岡
市
で
は
初
の
本
格

的
な
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

様
々
な
技
術
や
技
法
を
駆
使

し
て
創
り
上
げ
た
光
と
影
の

華
麗
な
影
絵
の
数
々
に
、
藤

城
自
身
が
福
岡
を
テ
ー
マ
に

描
い
た
新
作
を
含
め
約
２
０

０
点
を
展
示
し
ま
す
。 

会
期
　
３
月
21
日
（
祝
・
金
）

　
　
〜
５
月
11
日（
日
） 

会
場
　
福
岡
市
博
物
館 

観
覧
料
　
一
般
１
、
４
０
０

円
（
１
、
２
０
０
円
）
高
大

生
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

小
中
生
５
０
０
円
（
３
０
０

円
）（
　
）内
は
団
体
料
金 

A

筝
・
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト 

　「
春
風
の
韻
（
ひ
び
き
）
」 

 

　 

優
雅
な
深
い
味
わ
い
〜
筝
・

三
弦
演
奏
家
／
宮
本
直
美
、

尺
八
・
土
笛
演
奏
家
／
山
崎

箜
山
に
よ
る
和
の
調
べ
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。 

           

　
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
四
季

の
日
本
古
謡
・
六
段
の
調
・
春

の
う
た
・
春
の
海
・
見
上
げ
て

ご
ら
ん
夜
の
星
を
…
ほ
か
。 

 

日
時
　
４
月
６
日
（
日
） 

　
　
　
開
演
15
時 

会
場
　
お
り
な
す
八
女 

 

入
場
料  

一
般
１
、０
０
０
円 

 

主
催
　
お
り
な
す
八
女
文
化

事
業
振
興
会
・
八
女
市 

 

■
各
イ
ベ
ン
ト
共
抽
選
に
よ

り
ペ
ア
５
組
の
方
へ
招
待
券

プ
レ
ゼ
ン
ト 

希
望
の
方
は
イ
ベ
ン
ト
名
を

明
記
の
上
㈱
東
兄
弟
宛
ハ
ガ

キ
で
応
募
下
さ
い
。 

締
め
切
り
・
４
月
10
日
。 

箏
・
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
の
み

４
月
４
日
締
め
切
り
。
チ
ケ

ッ
ト
は
㈱
東
兄
弟
へ
取
り
に

来
れ
る
人
に
限
り
ま
す
。 

　心地よい春風に誘われてド

ライブ途中、今や数少なくな

った喫茶店に立ち寄りました。

飾らない、気取らない、八女

にはどこにでもいそうな世話好きタイプのお姉さん、角光さんがオー

ナーです。開店して一年半、どんなお客さんが見えますか？喫茶店全

盛時代を知る60～70才世代の方、近所のおばちゃん達がおしゃべりに、

親子連れ、バイク乗りがツーリングの帰りに…要するに色んな人たち

に利用されているってこと…。店の一押しは？筍カレー￥500、生姜

焼定食￥600が人気です。角光さんのもう一つの顔は、ハーレースポ

ーツスターを所有する女性ツアラーである。バイクの魅力は？座禅の

心境というか「無心」になれる所です。運転中あれこれ考えていたら

事故ります。（仲々奥が深そう）店内には関連の写真やグッズがさり

げなく置いてある。店奥には手づくり雑貨や小物、八女茶等所狭しと

並び、オーダーが出来る間覗くのも楽しそう。一休みしたら今の時期

矢部川畔の桜や新緑の樹 

林を散策するのも心癒さ 

れることだろう。 

ふ
る
さ
と
の
伝
統
行
事 

④ 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

４
月
の
道
の
駅
た
ち
ば
な 

 

　
雛
祭
り 

 

　
旧
暦
の
三
月
三
日
は
、
新

暦
で
繰
れ
ば
三
月
下
旬
に
も

当
た
り
ま
し
ょ
う
か
。
桜
も

綻
び
は
じ
め
、
人
々
は
花
に

浮
か
れ
て
陽
気
に
な
り
ま
す
。

春
風
駘
蕩
・
桜
花
爛
漫
・
水

温
み
春
光
う
ら
ら
な
ど
、
待

ち
わ
び
て
い
た
春
を
謳
歌
す

る
言
葉
は
数
多
い
の
で
す
。

　
三
月
の
桃
の
節
句
は
古
来

女
児
を
祝
う
雛
祭
り
で
、
き

ら
び
や
か
な
行
事
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
「
節
句
ダ
ケ
ハ
　
昔
ト
比

ベ
テ
　
ダ
ン
ダ
ン
賑
ヨ
ー
テ

キ
タ
ナ
ヤ
」
「
ウ
ン
　
ソ
ー

ナ
イ
。
初
手
ハ
　
ヒ
ー
ナ
サ

ン
デ
ン
　
馬
糞
紙
カ

　
薄
カ
板
ニ
　
内
裏

サ
ン
バ
　
張
ッ
付
ケ

タ
ッ
　
ジ
ャ
ッ
ツ
ロ

ガ
…
…
」
色
布
を
敷

い
た
雛
檀
に
、
竹
の

心
棒
の
つ
い
た
内
裏
・

官
女
・
五
人
囃
子
な

ど
の
張
り
雛
を
立
て

て
飾
る
の
で
す
。
所

に
よ
っ
て
は
、
羽
子

板
に
高
砂
や
桃
太
郎
・

花
咲
爺
・
浦
島
太
郎

と
乙
姫
な
ど
を
張
り

付
け
た
押
し
絵
羽
子
板
を
飾

る
家
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
、
嫁
の
里
か
ら

外
孫
の
お
祝
い
と
し
て
贈
る

仕
来
た
り
だ
っ
た
の
で
す
。 

　
和
紙
を
桜
花
型
に
切
り
抜

い
て
張
り
付
け
た
花
傘
を
つ

け
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
に

模
様
鮮
や
か
な
毬
を
下
げ
て
、

雛
壇
の
両
端
を
飾
る
の
で
す
。

と
に
か
く
ひ
い
な
さ
ん
以
外

は
す
べ
て
手
づ
く
り
な
の
で

す
。
手
づ
く
り
―
こ

れ
は
孫
の
節
句
を
祝

っ
て
や
る
婆
さ
ん
の

何
よ
り
の
贈
り
物
で

あ
り
、
ま
た
冬
の
夜

長
の
よ
な
べ
の
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
「
正
月
過
ギ
ッ
ト

　
直
グ
取
リ
掛
カ
リ

ョ
リ
マ
シ
タ
バ
ノ
」
。 

　
ひ
ま
ひ
ま
に
手
毬

を
編
み
、
ふ
つ
を
摘

み
、
白
酒
を
仕
込
み

ま
す
。
子
供
の
健
や

か
な
成
長
を
祝
う
行

事
に
は
丹
精
が
こ
も

っ
た
も
の
で
す
。 

　
季
節
に
ち
な
ん
で
桃
の
節

句
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
桃

が
満
開
で
す
。
客
の
お
膳
の

上
に
据
え
た
菱
餅
の
間
や
燗

徳
利
の
口
に
、
桃
の
小
枝
を

添
え
ま
す
。
ふ
つ
の
菱
餅
・

あ
さ
じ
げ
の
吸
い
物
・
わ
け

ぎ
の
な
ま
す
が
付
き
も
の
で

し
た
。
―
宴
に
は
早
春
の
香

り
が
ぷ
ん
ぷ
ん
し
た
も
の
で

す
。 

　
「
今
ハ
　
ド
ケ
呼
バ
レ
タ

ッ
チ
ャ
　
オ
ゴ
ッ
オ
ハ
　
鉢

盛
リ
ト
握
り
鮨
バ
イ
」
「
白

酒
ン
代
ワ
リ
ニ
ャ
ビ
ー
ル
デ

エ
ー
ク
ラ
ウ
ト
　
カ
ラ
オ
ケ

デ
　
賑
ケ
ー
テ
…
…
」
。 

　
早
春
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
た
座
敷
で
、
三
段
重
ね
の

朱
盃
で
三
献
、
や
お
ら
威
儀

を
正
し
て
「
な
ほ
喜
び
の
盃

の
…
…
」
と
、
謡
か
ら
は
じ

ま
る
昔
の
祝
着
至
極
の
宴
は

影
を
ひ
そ
め
て
き
た
よ
う
で

す
。 

 

内
山
一
兄
・
郷
田
敏
男
共
著 

「
八
女
の
方
言
」
よ
り  

ベターホームの楽しいcooking

ポテサラとソーセージのポケットサンド 

① じゃがいもは半分に切り、切り口を下にして皿に
　 のせる。電子レンジで約３分加熱して皮をむく。
　 にんじんは半分に切ってラップに包み、約１分加
　 熱する。熱いうちに一緒につぶし、塩、こしょう
　 をふって混ぜる。あら熱がとれたら、マヨネーズ
　 を混ぜる。 
② ソーセージは縦半分に切って切りこみを入れ、フ
　 ライパンで軽くいためる。 
③ パンに切りこみを入れる。サラダ菜、①、②を半
　 量ずつはさむ。同様にもう１個作る。 

材　　料（２個分） 作　り　方 

厚切りのパン……………２枚 

ウィンナーソーセージ…２本 

サラダ菜…………………２枚 

じゃがいも…… 小1個（100g） 

にんじん………………… 30g 

塩………………… 小さじ1/8 

こしょう………………… 少々 

マヨネーズ……大さじ1と1/2
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